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成果の概要/芳原綾子

学会概要

4年に 1度開催される国際サンスクリット学会の研究発表は、サンスクリッ
ト文献に基づくことを基本としながらも、人文学の全ての分野から社会科学

の領域にまで及ぶ多様なものである。16回目の本大会は、インド政府とタイ
王室の後援を受けて、バンコクで 2015年 6月 28日から 7月 2日の期間で開
催された。21の部会に分かれて、文献学・碑文学からサンスクリットと ITま
で、幅広い内容の発表が行われた。インド以外のアジアの国での開催であっ

たためか、全体的に欧米からの発表申込者数がいくらか少なかったようであ

り、その分、若手研究者に発表の機会が回ってきたという印象を持った。

発表概要

発表者は、「ジャイナ教」の部会で発表した。この部会で発表された研究

内容は、ジャイナ教と密接な関係のある初期仏教の経典にみられる用語や説

話のモチーフと、ジャイナ聖典で用いられている用語の意味や説話との比較

研究、ジャイナ教の論理学、ジャイナ教説話、ジャイナ教写本、ジャイナ教

研究史、現在のジャイナ教団についての社会学的な見地からの研究というよ

うに、多岐にわたった内容の濃いものであった。他の部会でも、ジャイナ教

におけるヨーガ等、ジャイナ教に関連した発表は散見された。

発表者は、サンスクリット文献、パーリ仏典とジャイナ聖典における、ā
√
l̄ı,

pra
√
l̄ı,

√
vl̄ıの用例を比較検討して、Ardhamāgadh̄ı (AMg) all̄ın. aと pal̄ın. a

の意味を明らかにしようと試みた。AMg all̄ın. aの由来するサンスクリット語
根には、注釈に見られる

√
l̄ı ‘to cling’と、Leumann (1883)が示す

√
vl̄ı ‘to

crush’がある。AMg all̄ın. aと pal̄ın. aは複合語となり、四肢と頭尾を甲羅に収
める亀の様子を用いた亀の喩で用いられている (Dasav 8.40)。前分の all̄ın. aに
ついては、今までにもその語形が言及されることはあったが、後分の pl̄ın. aの
意味は管見では取り上げられていなかったように思われる。そこで、サンスク

リット文献における pra
√
vl̄ı, pra

√
l̄ıの用例と、AMg palei (pra

√
l̄ı)とその派

生語の用例を検討した。そして、AMg paleiは、基本的に「くっつく」を意味
し、否定辞を伴って肯定的に用いられていることを指摘した。また、肯定文に

おいても、解脱等の好ましい対象に対しては、修行者を主語として paleiが用
いられる例があることを確認した。以上の用例を検討した結果、AMg all̄ın. a,
pal̄ın. aはサンスクリット語根

√
l̄ıに由来する可能性が高く、両語とも基本的に

は「くっつく」を意味するという結論に至った。

両語から成る複合語が用いられている亀の喩は、pad. isam. l̄ınatā (prati-
sam

√
l̄ı)というジャイナ教の外的な苦行の 1つであり、身口意の動きを抑制す

ることを説く一節の中でも引用されている。Pāli仏典においても、patisam. l̄ına
は「引き退く」ことと、それに伴う、「沈黙する、身をかがめる、心身の働き

を制御する」ことまでの、広がりのある意味を表す用例が見られる。ジャイ
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ナ聖典においても、AMg pad. isam. l̄ınaは、雨期に修行者が一か所に「留まる
(くっつく)」という意味で用いられている。以上の用例を検討すると、亀が四
肢と頭尾を収縮させて甲羅に収める (くっつく)ように、修行者は、心身の働
きを抑制していることを説いていると解釈することが妥当である、という見

解を述べた。

質疑応答の時間には、発表者が参照していなかった資料の情報を、R. Wiles
博士から得ることができた。ジャイナ部会での各々の発表については、フル

ペーパーをまとめた論文集が出版される予定であり、それまでに、知りえた

資料の検討を加えて内容を改善する予定である。ジャイナ教に限定した国際

学会は、ロンドン大学の SOASを中心として毎年行われているが、この学会
に参加することで、インド学全体の中でのジャイナ教の位置や、他分野のと

関わりという視点からジャイナ教研究のあり方をみることができたことは有

意義であった。
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